
マスクについて 

 

令和 4年２月 

保健室 

手指消毒について 
手指衛生には、「流水と石けんでの手洗い」と「アルコール手指消毒」のふたつがあります。 

「アルコール手指消毒」は「流水と石けんによる手洗い」よりも除菌効果が 5～50 倍ほど高く、

殺菌効果も優れているため手洗いだけの手指衛生よりも、アルコール手指消毒を行うことは、とて

も効果があります。 

建物の入り口や教室前に設置しているアルコール消毒液を利用し、手指の消毒をおこなってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鼻と口を保護      顎マスク     鼻出しマスク 

不織布マスク（または同等の 

効果のあるもの）の着用に 

ご協力ください 

 「マスクに飛沫抑える効果あり」スパコン富岳が計算…不織布、通り抜ける粒子少なめ 

新型コロナウイルス感染症の流行が続くなか、理化学研究所や神戸大などのチームは２４日、計

算速度世界一を誇るスーパーコンピューター「富岳」を使って、飛沫を抑えるマスクの効果や、学校

の教室などでの飛沫の拡散状況を予測した結果を公表した。不織布マスクやポリエステル製、綿製

の布マスクはいずれも効果的なことがわかった 

チームは３種類のマスクについて、せきを１回した時に飛沫をどの程度抑えるか調べた。その結

果、不織布マスクは他の２種類に比べてマスクを通り抜ける飛沫の粒子の数が少なく、頬や鼻の隙

間から漏れる粒子が多かった。一方、綿製はマスクを通り抜ける粒子の数が最も多かった。ただし、

飛沫の体積をみると、不織布とポリエステルは８割ほど、綿でも７割ほどの飛沫がマスク内や顔に

付着し、拡散を抑えられた。 

また、各地で新学期が始まる中、小学生４０人が入る教室で換気の効果を調べたところ、エアコ

ンを動かした状態で全ての窓を左右２０センチ開け、廊下側の扉も開ければ、子どもの顔の高さ付

近の空気は、１００秒でほぼ入れ替わった。                             

読売新聞 2020/08/25 

 

 

 
※アルコール消毒液や
石鹸に過敏反応した
り、手荒れの心配があ
る場合は、流水で手を
しっかり洗うこと。 
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